
会
の
実
現
に
向
け
、
津
別
町
の
あ
ら
ゆ

る
資
源
を
活
か
し
、
計
画
の
策
定
か
ら

実
現
の
過
程
で
町
民
自
ら
が
参
加
し
、

決
定
し
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
に

よ
り
町
民
が
主
役
と
な
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
の
重
要
な
柱
の
一

つ
と
位
置
づ
け
た
中
心
市
街
地
活
性
化

は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
歩
い
て
暮
ら

せ
る
」
こ
と
に
お
き
「
津
別
町
住
生
活

基
本
計
画
」
も
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
策

定
し
て
い

て
、
こ
れ

ら
各
種
計

画
と
の
整

合
性
を
図

り

な

が

ら
、
今
後

も
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
て
い
き

ま
す
。

過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域

の
問
題
は
地
域
自
ら
が
考
え
る
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
も
と
、

福
祉
に
関
係
す
る
個
別
計
画
を
総
合
的

に
体
系
化
す
る
「
地
域
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
取
り
組
み
を
進
め
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
健
康
で
安
心
な
生
活
が
送
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
に
つ
い

て
は
、
町
民
組
織
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
関
係
団
体
と
連
携
・
協
働
し
「
支

え
合
い
・
助
け
合
い
」
機
能
の
強
化
を

目
指
し
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
の
増

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
平
成
19
年
度
決

算
か
ら
健
全
な
財
政
運
営
を
判
断
す
る

比
率
の
公
表
が
義
務
付
け
と
な
り
ま
し

た
。
本
町
の
平
成
19
年
度
決
算
に
お
け

る
健
全
化
判
断
比
率
は
、
各
指
標
と
も

良
好
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
緩
め
る
こ
と
な
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
行
財
政
改
革
推
進
計

画
は
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

平
成
22
年
度
以
降
３
ヵ
年
の
新
た
な
計

画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
６
月
に
行
政
改

革
推
進
法
が
成
立
し
、
町
村
は
５
年
後

ま
で
に
貸
借
対
照
表
や
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
な
ど
の
整
備
、
あ
る
い
は
情
報
の

開
示
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
本
年
度
か
ら
専
門
家
に
よ
る
研

修
な
ど
も
行
い
、
平
成
23
年
度
の
導
入

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議

会
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度
予
算
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒

頭
で
佐
藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た

り
町
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
町
政
方
針

の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た
経
済
の
激
震

は
日
本
を
直
撃
し
、
国
内
経
済
を
根
底

か
ら
揺
る
が
す
事
態
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
影
響
は
町
内
企
業
に
お
い
て
も
顕

著
で
、
生
産
調
整
や
操
業
時
間
の
短
縮

が
行
わ
れ
る
な
ど
町
内
経
済
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
21
年
度
の
予

算
編
成
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
を
参

考
に
地
方
交
付
税
の
伸
び
を
若
干
見
込

み
ま
し
た
が
、
町
税
や
地
方
譲
与
税
な

ど
は
前
年
比
減
と
な
る
歳
入
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
自
主
・
自
立
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続

き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
進
め
「
歩
い

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
町
政
の

柱
に
、「
住
生
活
基
本
計
画
」
や
「
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
具
体
化

し
、
さ
ら
に
平
成
22
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
「
第
５
次
総
合
計
画
」
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
は
本
町
の
計
画
の

中
で
最
上
位
計
画
と
し
て
策
定
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
昨
年
、
50
人
の
委
員

を
委
嘱
し
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
づ
く
り

に
な
い
自
治
の
先
駆
的
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
挑
戦
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社

【総務費】

・電算化推進経費　1,694万円

インターネット環境の整備及び運用経費の縮減などを行う。

・ふるさと定住促進事業　990万円

定住人口の拡大を目指し、町内に住宅を建設した場合、150万円

まで助成する。また、町内で加工された製材を使用すれば30万円

上乗せ支給する。

【民生費】

・子育て支援事業　256万円

子育て広場の推進で発達障害の疑いのある子どもの、早期発見

と対応を充実するため、幼児、保護者に必要な支援を行う。

・火災警報器助成事業　100万円

持ち家の高齢者世帯に対し火災警報器の購入助成を行う。（非課税世帯）

【衛生費】

・地域医療維持助成事業　5,000万円

住民の健康を守る地域医療の維持と確保を目的に津別病院へ助成する。

・塵芥処理経費　115万円

ごみ分別辞典の内容をより見やすく、更新する。

・ごみ焼却炉施設整備事業　616万円

焼却炉の改修と耐火物補修工事を実施する。

【農林業費】

・木質バイオマス利活用交付金事業　2億6,300万円

ペレット燃料を製造するための施設整備や役場庁舎

ペレットボイラーの整備工事。

・緊急雇用創出事業　363万円

町有林などにある林地残材の搬出業務委託を行う。

【土木費】

・町営住宅整備事業　2,906万円

町営住宅建設基本計画の策定などのソフト事業を行う。

・町道整備事業　3,935万円

町道49号線の改良舗装工事。町道2号線ほかの舗装補修工事。

耐震化に合わせた橋梁長寿命化点検業務を実施。

【教育費】

・津別高校振興対策事業　2,157万円

高校の二間口を維持し、地元高校存続のための振興対策として、

バス通学費や教科書の補助を行う。

・教育振興経費　79万円

愛林のまち津別として木育授業小、中学校で実施。

・学校給食経費　3,276万円

給食配送車の更新、オーガニック牛乳を供給し地産地消を進める。

・ファミリースキー場施設整備事業　1,214万円

共和ファミリースキー場のロッジ外部塗装工事を行う。

今　　　　年　　　　度　　　　の 主　　　　な　　　　事　　　　業

町
政
方
針

あ
い
さ
つ
を
し
あ
う
町
に
・
・
・
３
年
目

歩
い
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

町
民
が
主
役
の
町
づ
く
り

第
５
次
総
合
計
画
策
定

高
齢
化
に
向
け
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携

町議会議員選挙後、初めての定例町議会で町政
方針を述べる佐藤多一町長

津別高校のバス通学費や教科書の補助

行
財
政
改
革
を
推
進
し

情
報
公
開
に
取
り
組
み
ま
す

橋の耐震化・長寿命化の点検を実施

地域を支える医療拠点の津別病院

焼却炉の改修と耐火物補修を行います
外壁の塗装を行うスキー場ロッジ

町営バス車庫の屋根改修を行います


